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■No.1■【指数データ】景況感指数 

タイ中央銀行（BOT）は、7月のビジネス景況感指数を発表した。下グラフは、その構成

要素である製造業と非製造業の指数と同３か月後の期待値となる。指数は50を境に先月

比で良くなった、悪くなったと表示。 

7月の製造業BSIは47.2、同三か月後の期待値は51.3、次に非製造業は46.2、同三か月後

の期待値は50.1となった。製造業は前月から悪化した。要因として、米国の輸入関税が7

月末から発行されることによる影響により、ICやセミコン、自動車輸出などの受注が抑

えられていることが挙げられる。また、国内の自動車販売で主にピックアップトラック

の販売台数が減少していると言う。とは言え、同３か月後の期待値は上昇に転じてお

り、製造量が改善すると見られている。次に非製造業だが、2か月連続で改善している。

要因として、原油価格の下落で輸送量が増加したことや、中東からの航空便が増加し、

観光客数が増加、それに伴いホテルなどの観光施設の稼働率が増加したことが挙げられ

る。同三か月後の期待値でも観光客が引き続き増加し、サービス産業の小売業などの売

上げ増が見込まれている。とは言え、まだ国内消費は改善しておらず、指数も50付近を

さまよっている状況。 

 

出所：https://www.bot.or.th/ 
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■No.2■【統計データ】自動車生産台数 

タイ工業連盟（FTI）は、6月の自動車生産台数（輸出、販売）を発表した。 

 

6月の自動車生産台数は120,391台、前年同月比－7.6％、輸出用自動車生産台数は67,784

台、前年同月比－20.2％、国内販売用生産台数は52,607台、前年同月比＋16.1％とにな

った。二カ月連続で増加となったが、前年同月比ではマイナスを記録。要因として、中

東向けが落ち込んだことと、米国の輸入関税にて輸出台数を制限したことによるものと

言う。一方、国内販売台数は前年同月比で増加した。要因として、HEVやEVが引き続き増

加。一方、ピックアップトラックやエンジン車はマイナスとなった。最後にFTIは、2026

年の自動車生産台数は1,450,000台とし、当初の1,500,000台から下方修正した。 

 

出所： https://fti.or.th/ 
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■No.3■【指数データ】鉱工業生産指数 

タイ商務省工業経済事務局（OIE）は、6月の鉱工業生産指数（付加価値基準、季節調整

なし）、輸送指数、設備稼働率を発表した。（基準年:2021=100） 

6月の工業生産指数は95、輸送指数は94.7、設備利用率は57.1％になり、前月から改悪

となった。要因として、自動車関連の生産が減少している事と、7月に米国の関税政策の

影響を懸念し、生産を抑制していると言われている。とは言え、電気電子の輸出は好調

ではあるが、6月は依然原油価格が高騰し、原材料費や輸送コストが高止まりしていた時

期であり、先行きが不透明であったことも確か。7月は欧州の猛暑により、エアコンの輸

出が増加すると思われ、関連指数は上昇に向かうと思われる。 

 

出所： https://www.oie.go.th/ 
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